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別
添

１

平
成
2
8
年
1
月
2
1
日

協
議

会
名

：
長

洲
・
荒

尾
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会

評
価

対
象

事
業

名
：
地

域
内

フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金

①
補
助
対
象
事
業
者
等

②
事
業
概
要

③
前
回
（
又
は
類
似
事
業
）
の

事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に
基

づ
く
事

業
）

計
画
通
り
事
業
を
適
切
に
実
施

さ
れ

た
。

④
事
業
実
施
の
適
切
性

Ａ

⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

目
標
を
上
回
る
利
用
状
況
に
あ
り
、

利
用
で
き
な
い
時
間
帯
も
生
じ
て
い

る
た
め
、
今
後
、
増
車
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

（
有
）
長
洲
タ
ク
シ
ー

長
洲
町
内
全
域
及
び
荒
尾
市
の
一

部
を
運
行

Ａ
年
間
１
５
，
０
０
０
人
（
H
2
8
）
の

目
標
に
対
し
、
１
５
，
６
０
３
人
で

あ
っ
た
。

利
用
者
数
の
目
標
設
定
を
見
直

し
、
利
便
性
の
向
上
及
び
利
用
促

進
を
図
っ
た
。
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地
域

の
交

通
の

目
指

す
姿

（
事

業
実

施
の

目
的

・
必

要
性

）

　
長

洲
町

は
、
熊

本
県

北
部

に
位

置
し
、
面

積
は

１
９
．
４
３
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

、
人

口
は

１
６
，
４
５
９
人

の
町

で
あ
る
。
近

年
で
は

、
人

口
減

少
や

自
動

車
社

会
の

進
展

に
よ
り
、
長

洲
町

の
公

共
交

通
利

用
者

は
、
急

激
に
減

少
し
、
公

共
交

通
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が

困
難

な
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
少

子
高

齢
化

も
急

激
に
進

展
し
、
今

後
、
公

共
交

通
の

重
要

性
が

益
々

問
わ

れ
る
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状

況
の

中
、
公

共
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
真

に
必

要
と
す
る
移

動
制

約
者

の
た
め
の

地
域

公
共

交
通

シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
検

討
し
、
平

成
２
３
年

１
０
月

か
ら
利

用
減

少
傾

向
が

強
い
、
町

内
を
循

環
す
る
２
路

線
（
健

康
福

祉
セ
ン
タ
ー
環

状
線

、
長

洲
・
荒

尾
環

状
線

）
へ

の
補

助
を
廃

止
し
、
長

洲
町

予
約

型
乗

合
タ
ク
シ
ー
（
愛

称
：
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
）
の

運
行

を
開

始
し
た
。
ま
た
、
医

療
機

関
の

多
く
を
隣

接
市

の
玉

名
市

、
荒

尾
市

へ
依

存
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
地

域
間

幹
線

系
統

で
あ
る
桜

山
経

由
玉

名
市

役
所

・
荒

尾
線

（
バ

ス
路

線
）
へ

の
接

続
手

段
と
し
て
、
長

洲
町

予
約

型
乗

合
タ
ク
シ
ー
が

役
割

を
担

っ
て
お
り
、
今

後
も
住

民
に
と
っ
て
重

要
な
交

通
手

段
と
し
て
、
地

域
公

共
交

通
の

利
便

性
を
向

上
し
、
誰

も
が

気
軽

に
移

動
で
き
る
地

域
公

共
交

通
シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
図

っ
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

別
添

１
－

２

事
業
実
施
と
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
と
の
関
連
に
つ
い
て

平
成

2
8
年

1
月

2
1
日

協
議

会
名

：
長

洲
・
荒

尾
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会

評
価

対
象

事
業

名
：

地
域

内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系

統
確

保
維

持
費

国
庫

補
助

金
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長
洲

・
荒

尾
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会

概
要

【
運

行
主

体
】

有
限

会
社

長
洲

タ
ク
シ
ー

平
成

２
２
年

度
地

域
公

共
交

通
活

性
化

・
再

生
総

合
事

業
費

補
助

金
を
活

用
し
、
長

洲
町

の
地

域
公

共
交

通
に
つ
い
て
、
長

洲
・
荒

尾
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会
を
設

置
し
、
検

討
を
行

っ
た
。
そ
の

結
果

、
町

内
を
運

行
す
る
路

線
バ

ス
２
路

線
に
対

す
る
補

助
を
廃

止
し
、
そ
の

財
源

を
基

に
新

た
に
平

成
２
３
年

１
０
月

３
日

か
ら
フ
ル

デ
マ
ン
ド
型

の
長

洲
町

予
約

型
乗

合
タ
ク
シ
ー
（
愛

称
：
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
）
を
運

行
し
て
い
る
。

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
は

、
高

齢
者

等
の

交
通

弱
者

の
移

動
を
優

先
的

に
確

保
す
る
た
め

に
導

入
し
た
交

通
手

段
で
あ
り
、
導

入
以

降
、
多

く
の

方
が

利
用

さ
れ

、
生

活
に
欠

か
す

こ
と
の

で
き
な
い
地

域
公

共
交

通
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
住

民
に
と
っ
て
重

要
な
交

通
手

段
と
し
て
、
地

域
公

共
交

通
確

保
維

持
事

業
に
よ
り
、
生

活
交

通
を
維

持
・
改

善
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

事
業

名
：
２
７
年
度
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金

【
人

口
】

１
６
，
４
５
９
人

【
面

積
】

１
９
．
４
３
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

【
高

齢
化

率
】

３
０
．
９
％

（
平

成
２
７
年

１
０
月

末
現

在
）

【
補

助
対

象
の

系
統

数
】

１
系

統

【
自

治
体

負
担

額
】

Ｈ
24

：
７
，
２
０
０
千

円
、
Ｈ
25

：
５
，
７
９
３
千

円
、
Ｈ
26

：
６
，
２
０
０
千

円

【
協

議
会

開
催

数
】

協
議

会
２
回

／
年

計
画

、
目

標
（
Ｐ
ｌａ
ｎ
）

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

計
画

等
の

取
組
み
（
Ｄ
ｏ
）

実
施

状
況

、
目
標
の

達
成
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

今
後

の
課

題
、
対
応
（
Ａ
ｃ
ｔｉ
ｏ
ｎ
）

数
値

目
標

の
達

成
状

況
か
ら
も
現

状
の

運
行

に
関

し
て
は
、
順

調
に
推

移
し
て
い
る
。
し
か
し
、
目

標
を
上

回
る
利

用
状

況
に
あ
り
、
利

用
で
き
な
い
時

間
帯

も
生

じ
て
い
る
た
め
、
今

後
、
増

車
等

に
つ
い
て
検

討
す
る
。

ま
た
、
そ
の

際
の

財
政

負
担

額
に
つ
い
て
も
、
目

標
額

を
上

回
ら
な
い
よ
う
な
導

入
方

法
を
検

討
し
な
が
ら
、

地
域

公
共

交
通

の
充

実
を
図

り
、
快

適
に
生

活
で
き
る
ま
ち
の

実
現

を
目

指
し
て
い
く
。

生
活

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画
ど
お
り
、
長

洲
町

予
約

型
乗

合
タ
ク
シ
ー
（
愛

称
：
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
）
を
運

行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高

齢
者

等
の

日
常

生
活

に
必

要
不

可
欠

な
移

動
手

段
の

確
保

を
図

っ
た
。

・
平

成
２
６
年

１
０
月

よ
り
、
予

約
受

付
時

間
の

見
直

し
を
実

施
し
、
利

用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ

た
利

便
性

の
向

上
を
図

っ
た
。

・
平

成
２
７
年

４
月

よ
り
、
免

許
証

の
自

主
返

納
者

に
半

年
間

の
無

料
乗

車
券

を
発

行
し
、
高

齢
者

の
安

全
対

策
及

び
利

用
促

進
を
図

っ
た
。

人
口

減
少

や
自

動
車

社
会

の
進

展
に
よ
り
、
長

洲
町

の
公

共
交

通
利

用
者

は
、
急

激
に
減

少
し
、
公

共
交

通
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
な
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
少

子
高

齢
化

も
急

激
に
進

展
し
、
今

後
、
公

共
交

通
の

重
要

性
が

益
々

問
わ

れ
る
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の

よ
う
な
状

況
の

中
、
平

成
２
３
年

３
月

に
「
長

洲
・
荒

尾
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
」
を
策

定
し
、
財

政
負

担
の

維
持

抑
制

に
配

慮
し
な
が
ら
、
地

域
公

共
交

通
の

利
便

性
を
向

上
し
、
誰

も
が

気
軽

に
移

動
で
き
る

地
域

公
共

交
通

シ
ス
テ
ム
の

構
築

を
図

っ
た
。

ま
た
、
こ
の

計
画

は
、
『
み

ん
な
の

力
で
、
夢

・
希

望
・
活

力
・安

全
・
安

心
の
あ
る
ま
ち
』
を
将

来
像

と
す
る
第

５
次

長
洲

町
総

合
振

興
計

画
に
基

づ
き
策

定
し
て
い
る
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
記

入
す
る
際

、
枠

が
足

り
な
い
場

合
は

、
次

頁
に
作

成
す
る
こ
と
も
可

能
と
し
ま
す
。

地
域

公
共

交
通

体
系

の
見

直
し
に
よ
る
利

用
者

数
の

増
加

【
目

標
】

８
，
０
０
０
人

（
H2

2）
⇒

１
５
，
０
０
０
人

（
H2

8）
【
実

績
】

１
５
，
６
０
３
人

（
H2

7）

地
域

公
共

交
通

体
系

の
見

直
し
に
よ
る
財

政
負

担
額

の
維

持
・
抑

制
【
目

標
】

１
５
，
０
０
０
千

円
以

内
で
の

運
行

【
実

績
】

H2
4：

７
，
３
２
８
千

円
、
H2

5：
５
，
９
０
８
千

円
、
H2

6：
６
，
２
０
０
千

円

基
礎

デ
ー
タ

【
愛

称
】

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

金
魚

は
、
長

洲
町

の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、

こ
の

予
約

型
乗

合
タ
ク
シ
ー
が

今
後

、
長

洲
町

の
シ
ン
ボ
ル

に
な
る
よ
う
に
と
町

民
の

方
が

期
待

を
込

め
て
名

付
け
た
。
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